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島根半島の湖北山地東部におけるニホンジカによる角こすり剝皮害の発生実態
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2017～2018年に島根半島湖北山地の東部地域（松江市）において，ニホンジカによる角こすり剝皮害の発生
実態を調査した。43林分のうち，24林分（56％）で角こすり剝皮害の発生を認めた。被害の発生場所は，湖北
山地の出雲市境から松江市佐陀川までの地域に散在したが，枕木山山地では認めなかった。各林分の調査プロット
での被害の発生率は，2～57％（平均13％）であったが，林分全体では1％以下であった。各林分での被害は，
尾根沿いの林縁部や林内の平坦部に集中して発生していた。また，被害はおよそ5～10年前から発生していたと推測
した。シカの生息数の増加に伴って，角こすり剝皮害が増加してきたと考えられた。
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研究の要旨

島根県中山間地域研究センター研究報告

関連図表

図2 湖北山地の東部地域（松江市）のヒノキ林に
おける角こすり剥皮害の発生の有無

表1 角こすり剥皮害の発生状況

写真1 木部露出剥皮型の被害木

写真2 点・筋状型の被害木
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